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が上昇した。また，平元・森（2003）が 4 歳児から 6 歳児を対象に，バイキンを視覚的に示した
VTR を用いた手洗い指導をした結果，すすぎ時間が延長した。また，手洗い行動を大人が評価し
た研究では，粉川（2014）が年少児・年中児・年長児を対象に，手洗いを含む，歯みがきや風邪・






が 4，5 歳児を対象に，手洗い指導の回数による効果の比較をしたところ，指導が 1 回の群と 2 回
の群で手洗い行動の得点に差はなかった。そして，指導後の手洗い行動は「参加回数 1 回で手洗い











場合はバイキンの付着はないと考える傾向があった。落合（1996）が 3 歳児から 6 歳児を対象に
した研究では，バイキンが風邪の原因であると考えている割合は，3 歳児 33.3％，4 歳児 50.0％，














対象者　2017 年 7，8 月に，H 市内の幼稚園 1 園，保育所 1 園で調査を実施した。対象者は，
年少児 22 名（男児 12 名，女児 10 名，平均年齢 3 歳 8 か月），年中児 32 名（男児 21 名，女児 11 名，




































かった 20 名を除く，71 名の回答を分析した。
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まず，手洗い箇所の認識について，基準とした「手のひら」，「手の甲」，「指の間」，「親指」，「指先」，




確検定をした。その結果，「手のひら」（χ2 (2)=9.36，p ＜ .05），「手の甲」（χ2 (2)=13.85，p ＜ .01），
「指の間」（χ2 (2)=6.20，p ＜ .05），「親指」（χ2 (2)=9.45，p ＜ .01），「指先」（χ2 (2)=10.86，p ＜．





















手のひら 手の甲 指の間 親指 指先 手首
年少児 7（43.8％） 1（  6.3％） 1（  6.3％） 0（  0.0％） 0（  0.0％） 0（  0.0％）
年中児 22（84.6％） 9（34.6％） 9（34.6％） 3（11.5％） 6（23.1％） 5（19.2％）
年長児 23（79.3％） 18（62.1％） 12（41.4％） 10（34.5％） 13（44.8％） 9（31.0％）
合計 52（73.2％） 28（39.4％） 22（31.0％） 13（18.3％） 19（26.8％） 14（19.7％）
カッコ内の数値は，不明（年少児 6名，年中児 6名，年長児 8名）を除いた，各年齢における割合である。
Table 2　手洗い手順の認識
流水で手を洗う 石鹸を手に取る 石鹸を流水で洗い流す 手を拭き乾燥させる アルコールによる消毒
年少児 2（12.5％） 11（68.8％） 0（  0.0％） 1（  6.3％） 0（0.0％）
年中児 4（15.4％） 17（65.4％） 5（19.2％） 3（11.5％） 0（0.0％）
年長児 3（10.3％） 14（48.3％） 6（20.7％） 3（10.3％） 0（0.0％）
合計 9（12.7％） 42（59.2％） 11（15.5％） 7（  9.9％） 0（0.0％）
カッコ内の数値は，不明（年少児 6名，年中児 6名，年長児 8名）を除いた，各年齢における割合である。
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検討するために，手洗い箇所毎に Fisher の正確検定をした結果，「手のひら」（χ2 (2)=13.04，p











（χ2 (2)=5.97，p ＜ .05），「活動後」（χ2 (2)=6.63，p ＜ .05），「帰宅時」（χ2 (2)=11.61，p ＜ .01），
「その他」（χ2 (2)=6.94，p ＜ .01）において有意差が認められた。次に，2 つの年齢毎に Fisher
の正確検定をした結果，「トイレ後」は年中児が年少児よりも多く，「活動後」は年長児が年少児よ
りも多く，「帰宅時」は年長児が他の年齢よりも多く，「その他」は年少児が年長児よりも多いこと
が示された（p ＜ .05）。また，回答数の平均は年少児 1.20 個，年中児 1.33 個，年長児 1.73 個であっ
た。年齢による回答数の差を検討するために分散分析を行った結果，有意差が認められたため（F
（2,75）=4.28，p ＜ .05），Holn 法による多重比較をしたところ，年長児は年中児，年少児より回










手のひら 手の甲 指の間 親指 指先 爪 手首 分からない
年少児 4（18.2％） 2（  9.1％） 2（  9.1％） 0（  0.0％） 5（22.7％） 1（  4.5％） 0（  0.0％） 9（40.9％）
年中児 17（53.1％） 3（  9.4％） 4（12.5％） 2（  6.3％） 7（21.9％） 3（  9.4％） 4（12.5％）10（31.3％）
年長児 16（43.2％） 6（16.2％） 4（10.8％） 0（  0.0％） 7（18.9％） 14（37.8％） 5（13.5％） 7（18.9％）
合計 37（40.7％） 11（12.1％） 10（11.0％） 2（  2.2％） 19（20.9％） 18（19.8％） 9（  9.9％） 9（  9.9％）
カッコ内の数値は，各年齢における割合である。
Table 4　手洗い場面の認識識
食前 食後 トイレ後 活動後 帰宅時 バイキン付着時 その他 分からない
年少児 7（31.8％） 1（  4.5％） 0（  0.0％） 1（  4.5％） 1（  4.5％） 1（  4.5％） 7（31.8％） 7（31.8％）
年中児 12（37.5％） 3（  9.4％） 7（21.9％） 6（18.8％） 5（15.6％） 2（  6.3％） 5（15.6％） 2（  6.3％）
年長児 18（48.6％） 2（  5.4％） 4（10.8％） 12（32.4％） 15（40.5％） 2（  5.4％） 4（10.8％） 4（10.8％）










（χ2 (2)=9.73，p ＜ .01），「その他」（χ2 (2)=6.62，p ＜ .01），において有意差が認められた。次
に，2 つの年齢毎に Fisher の正確検定をした結果，「手洗い後の活動」，「その他」は年少児が他の














た結果，「病気の発症」（χ2 (2)=6.94，p ＜ .05），「分からない」（χ2 (2)=6.84，p ＜ .05）に有意




目に見える汚れ 手洗い後の活動 身体への影響 バイキンの付着 その他 分からない
年少児 1（  4.5％） 3（13.6％） 2（  9.1％） 4（18.2％） 4（18.2％） 8（36.4％）
年中児 6（18.8％） 0（  0.0％） 3（  9.4％） 12（37.5％） 3（  9.4％） 8（25.0％）
年長児 8（21.6％） 0（  0.0％） 9（24.3％） 14（37.8％） 0（  0.0％） 6（16.2％）





身体症状 病気の発症 その他 分からない
年少児 2（  9.1％） 2（  9.1％） 1（  4.5％） 5（22.7％） 1（  4.5％） 11（50.0％）
年中児 2（  6.3％） 7（21.9％） 5（15.6％） 7（21.9％） 3（  9.4％） 8（25.0％）
年長児 1（  2.7％） 2（  5.4％） 5（13.5％） 18（48.6％） 4（10.8％） 7（18.9％）











カテゴリ毎に Fisher の正確検定をした結果，「自分」（χ2 (2)=7.53，p ＜ .05），において有意差
が認められた。次に，2 つの年齢毎に Fisher の正確検定をした結果，年中児が年少児よりも多い










「指先」，「爪」が約 2 割，「手の甲」，「指の間」，「手首」は約 1 割，「親指」は 2.2％であった（Table 
3）。これらの結果から，手洗い箇所と洗い残し箇所として挙げられる箇所の傾向は類似することが
分かった。3 歳児から 6 歳児の実際の手洗い行動を分析した研究（原田，2004）では，「手のひら」，











母親 父親 その他家族 園 絵本 自分
年少児 9（56.3％） 3（18.8％） 0（  0.0％） 3（18.8％） 0（  0.0％） 2（12.5％）
年中児 8（30.8％） 4（15.4％） 0（  0.0％） 3（11.5％） 0（  0.0％） 14（53.8％）
年長児 10（30.3％） 0（  0.0％） 1（  3.0％） 12（36.4％） 1（  3.0％） 11（33.3％）
合計 27（36.0％） 7（  9.3％） 1（  1.3％） 18（24.0％） 1（  1.3％） 27（36.0％）
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